
ExodusPoint
Capital、RWA×AIを活用したデジタル資産取引インフラの可能性を提
示

現実資産のデジタル化、流動性集約、AIによる注文執行を通じ、よ

り柔軟で透明性の高い金融インフラの可能性を探る

TOKYO, JAPAN, September 10, 2026

/EINPresswire.com/ --

世界の金融市場でデジタル化が進むなか、RWA（Real

World Assets）

は、従来型資産とデジタル金融インフラを接続する新たな仕組みと

して注目されている。

ExodusPoint Capital

が示すRWA×AIの考え方では、単に既存の株式や金融商品をブ

ロックチェーン上に移すのではなく、資産の保有、取引、移転、決

済までを含む一連のプロセスを、より効率的かつプログラム可能な

形へ再構築することに重点が置かれている。

従来の証券市場では、注文の執行は取引時間、注文の有効期間、市場の厚み、ブローカーのルーティング規則、利用可能な取引市場など、複数の条件に左右される。特

に時間外取引では参加者が限られることがあり、スプレッドの拡大や部分約定、スリッページなどが発生する可能性もある。

RWAベースの仕組みでは、条件を満たす資産の経済的権利をデジタル化し、より細かなToken単位として表現することが可能になる。これにより、資産を小さ

な単位に分割しながら、資金規模やリスク許容度に応じた、より精密なポジション管理を行う余地が生まれる。

また、複数の認められた取引市場や流動性ソースを接続することで、単一の注文板だけに依存せず、利用可能な価格や数量を比較する仕組みも想定されている。

ここでAIが担う役割は、リアルタイムの流動性、スプレッド、市場深度、注文規模、ボラティリティ、設定されたリスク条件などを分析し、注文の分割やルーティン

グを動的に管理することにある。

例えば、異なる流動性ソースに少量ずつより有利な価格の注文が存在する場合、こうした仕組みでは、利用可能な数量に応じて注文を分割し、複数の執行結果を組み合

わせることで、注文執行の効率化を図ることが想定される。

RWA×AIのもう一つの焦点は、取引そのものだけでなく、リスク管理や決済プロセスの効率化にある。事前に設定されたルールに基づき、ポジション、損切り、

利益確定、最大ドローダウン、リスクエクスポージャーなどを管理することで、より規律ある取引環境を構築することが想定されている。
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さらに、商品構造、カストディ、銀行チャネル、適用法令などの条件が整う場合、ブロックチェーン上の記録やスマートコントラクトを活用し、一部の資産移転や決済

手続きを効率化できる可能性がある。ただし、T+0またはリアルタイムに近い決済が可能かどうかは、具体的な商品条件や制度によって異なる。

RWAの意義は、存在しない価格優位性を生み出すことではなく、資産のデジタル化、細分化、プログラム化、そして複数の流動性への接続を通じて、金融インフラ

そのものを改善する点にある。

こうした仕組みが発展するにつれ、RWAとAIは単なる取引画面の機能拡張ではなく、資産の管理方法、流動性構造、注文執行、リスク管理、決済の在り方を見直

すための基盤技術として、今後さらに議論されていく可能性がある。

ExodusPoint Capitalについて

ExodusPoint Capital

は、グローバル市場でマルチストラテジー型の投資運用を行う投資運用会社です。株式や債券を中心とする流動性の高い資産クラスにおいて、システマティックおよび

裁量型の運用アプローチを活用し、投資プロフェッショナルを支える運用インフラとリスク管理体制を重視しています。

リスクに関する注意事項：本稿では、金融市場のデジタル化が進むなか、RWAとAIを活用した資産取引、流動性管理、注文執行、リスク管理および決済効率化の

可能性について取り上げています。
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